
 

POEM～季
節の風

素 晴 ら し い 家 族 

金 太 郎 

素晴らしい家族が友達 

親父は働きながら 勝手に歌唄う 

それは自宅の引っ越し当日であろうが こどもの入院中

であろうがお構いなし 

それを黙って認めるカミさんは偉大 

 

素晴らしい家族が友達 

親父は働きながら 勝手に歌唄う 

成人した娘らが自分を歌われてもお構いなし 

「こんなこと歌って」と思春期の息子も拒まず 

それは姉弟がしっかり 2 人の背中を見て育った証し 

 

素晴らしい家族が友達 

親父は働きながら 勝手に歌唄う 

姉弟は「家は貧乏」と平然 

両親がこの世に生を受けて元号が 2度変わった今も 

そんな家族と友達のおいらは最高に幸せだ 

 


